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働
く
仲
間
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
り

公
共
交
通
で
地
域
を
元
気
に
し
ま
す
！

働
く
仲
間
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
り

公
共
交
通
で
地
域
を
元
気
に
し
ま
す
！

　
「
つ
じ
も
と
清
美
」氏
は
、私
鉄
総
連
組
織
内
議
員
で
あ
る

「
森
屋
隆
」参
議
院
議
員
が
誕
生
す
る
ず
っ
と
前
か
ら
、公
共
交

通
を
守
る
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。「
交
通
政
策
基
本
法
」の

成
立
を
は
じ
め
、バ
ス
に
関
す
る
行
き
過
ぎ
た
規
制
緩
和
の
是

正
、鉄
道
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
促
進
、ビ
ザ
要
件
の
緩
和
や

観
光
立
国
推
進
な
ど
、長
き
に
わ
た
り
、私
鉄
総
連
の
運
動
を

支
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
つ
じ
も
と
清
美
」氏
は
、私
た
ち
働
く
者
や
弱
い
立

場
の
人
に
寄
り
添
っ
た
議
員
活
動
を
常
に
お
こ
な
っ
て
き
ま
し

た
。「
つ
じ
も
と
清
美
」氏
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
注
目
が
集
ま
る
中
、「
交
通
従
事
者
は
、エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
運
ぶ
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」と
国
会

で
発
言
し
ま
し
た
。こ
の
言
葉
は
、私
た
ち
の
職
場
に
直
接
足

を
運
び
、私
た
ち
の
職
場
に
寄
り
添
う「
つ
じ
も
と
清
美
」氏
だ

か
ら
こ
そ
、で
き
る
発
言
で
す
。

　
交
通
政
策
を
進
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、私
た
ち
の
生
活
に
密

着
し
た
様
々
な
課
題
を
克
服
し
て
い
く
た
め
に
は
、私
た
ち
の

声
を
国
会
に
届
け
て
く
れ
る
議
員
が
必
要
不
可
欠
で
す
。私
た

ち
の
職
場
と
生
活
を
守
る
た
め
、「
つ
じ
も
と
清
美
」氏
に
想
い

を
託
し
、一緒
に
明
る
い
未
来
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

比例区
は

私鉄総連準組織内候補 前・衆議院議員

つじもと清美

プロフィール
奈良県生まれ、大阪育ち。早稲田大学教育学部
卒業
衆議院選挙で初当選
国土交通副大臣（運輸・交通・観光・危機管理担
当）
女性初の国対委員長（野党第一党）を歴任。
衆議院議員７期務める
現在、立憲民主党参議院比例第20総支部長

1960年

1996年
2009年

2017年

メッセージ
すべての人が安心して働き、暮らせる社会をつくりたい。
地域の経済や若者の未来をまもり育てたい。
そのためには、人にも地球にも優しい公共交通がカギと
なります。「つじもと清美」は、全国の働く仲間のために、
全力で働きます。

両方とも「候補者名」を
書いて投票しよう！

「期日前投票」を活用しよう！
投票日に投票しようと思ったら、当日、急な用事
で投票できず…。そんなことにならないように、
組合では期日前投票による確実な投票をお願
いしています。
　★ 期日前投票期間 ： 
　　 ６月23日（木）～7月9日（土）
　★ 投票時間 ： 
　　 午前８時30分～午後8時
　★ 投票場所 ： 
　　 市区役所・町村役場・出張所など
※一部の期日前投票所では、投票時間が異なる場合が
あります。詳しくは、お住いの市区町村の選挙管理委員
会までご確認ください。候補者名

比例代表選挙

参議院選挙の投票方法
■
選
挙
区

「
候
補
者
名
」を
書
く

■
比
例
区

「
候
補
者
名
」を
書
く

選挙区選挙

候補者名

福岡選挙区は

西鉄労組組織外推薦候補

古賀ゆきひと
（立憲民主党・現１期）

比例区 つじもと清美

６月23日（木）より
期日前投票開始第26回参議院議員選挙（比例区）準組織内推薦候補（比例区）

★「個人名」をより多く書いてもらった順に当選!!

※
政
党
名
で
も
投
票
で
き
ま
す



分
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

若
手
組
合
員
中
心
に

勉
強
会線

路
技
術
分
会

あ
な
た
の
声
に

ズ
ー
ム
イ
ン
！！

国
政
報
告
会
に
参
加

貝
塚
分
会

線
路
技
術
分
会
で
は
、６
月
、若
手

組
合
員
を
中
心
に
、組
合
活
動
の
意

義
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。机
な
ど
の
消
毒
、飛
沫
対
策

ボ
ー
ド
の
設
置
、マ
ス
ク
着
用
と
い
っ

た
感
染
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
、少

人
数
で
数
回
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
い
ま

し
た
。若
手
組
合
員
な
ら
で
は
の
素
朴

な
疑
問
や
、組
合
活
動
へ
の
熱
い
思
い

を
受
け
取
り
、組
合
活
動
へ
の
理
解
を

よ
り
一
層
深
め
合
う
こ
と
が
で
き
、有

意
義
な
勉
強
会
に
な
り
ま
し
た
。７

月
に
は
参
議
院
選
挙
を
控
え
て
お
り
、

若
手
を
は
じ
め
組
合
員
の
協
力
が
不

可
欠
と
な
り
ま
す
の
で
、分
会
内
で
想

定
年
延
長
基
本
態
度(

案)

説
明
を
終
え
て

筑
紫
工
場
分
会

65
歳
ま
で
の
定
年
延
長
基
本
態
度

（
案
）つ
い
て
、5
月
11
日
に
職
場
オ
ル

グ
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。40
歳
〜
50

歳
代
が
増
え
る
中
、職
場
オ
ル
グ
で
も

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、分
会
内
で

も
オ
ル
グ
の
後
に
意
見
交
換
会
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。生
活
環
境
や
体
調
の

変
化
な
ど
、今
後
の
不
安
も
あ
る
中
で

の
定
年
延
長
と
な
る
た
め
、組
合
員
の

皆
様
か
ら
は
様
々
な
意
見
が
出
て
い

ま
し
た
が
、組
合
の
基
本
態
度（
案
）

を
ご
理
解
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、７
月
の
参
議
院
選
挙
で
の「
つ

じ
も
と
清
美
」氏
へ
の
支
援
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。【

教
宣
部
長　
藤
野
寛
士
】

貝
塚
分
会
は
、乗
務
・
電
気
・
線
路
・

車
両
と
異
な
る
職
種
が
集
ま
っ
た
分

会
で
す
。今
年
の
春
闘
時
期
に
は
、春

闘
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
分
会

内
で
掲
示
す
る
な
ど
、日
々
、組
合
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。直
近
で

は
、第
26
回
参
議
院
選
挙（
福
岡
選
挙

区
）組
織
外
候
補
で
あ
る「
古
賀
ゆ
き

ひ
と
」氏
の「
あ
な
た
の
声
に
ズ
ー
ム

イ
ン
!! 

国
政
報
告
会
」に
参
加
し
、そ

こ
で
配
布
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
組

合
員
に
配
布
し
ま
し
た
。今
後
も
、「
つ

じ
も
と
清
美
」準
組
織
内
候
補
同
様
、

組
合
員
だ
け
で
は
な
く
家
族
、知
人
に

も
支
援
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
教
宣
部
長　
山
口 

剛
】

総
労
働
時
間
短
縮
に

向
け
て
鋭
意
協
議
中

▲決意を訴える古賀参議院議員 ▲受講風景

▲長岡講師▲木野本講師

■
開
催
日
：
６
月
21
日（
火
）

■
場　
所
：
組
合
本
部

第
３
回
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

　

６
月
21
日
、組
合
本
部
で
、第
３
回
ユ

ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
、中
央
委

員
・
特
別
中
央
委
員
ほ
か
、約
60
名
が
出

席
。今
回
は
、第
３
回
福
祉
活
動
推
進

セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、こ
く
み
ん
共
済 

c
o
o
p  

福
岡
推
進
本
部
の
長
岡
亮

太
氏
と
、損
害
共
済
金
部
の
木
野
本
達

朗
氏
か
ら
講
演
を
受
け
た
。

　

ま
ず
、長
岡
氏
か
ら
、自
動
車
損
害
補

償
で
あ
る
マ
イ
カ
ー
共
済
の
内
容
と
必

要
性
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、私
鉄
総
連

と
し
て
の
団
体
割
引
率
が
２
０
２
２
年

11
月
以
降
、12
・
５
％
か
ら
27
・
５
％
に
引

き
あ
が
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。次
に
、

木
野
本
氏
が
、事
故
か
ら
解
決
ま
で
の
流

れ
や
過
失
割
合
に
つ
い
て
解
説
し
、損
害

賠
償
請
求
や
事
故
を
ス
ム
ー
ズ
に
解
決

す
る
に
は
弁
護
士
費
用
特
約
が
必
要
で

あ
る
と
訴
え
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
割
引
率
の
変
更
に

あ
わ
せ
て
保
険
を
見
直
そ
う
と
思
っ
た
」

「
事
故
の
過
失
割
合
の
話
は
興
味
深
か
っ

た
」と
い
っ
た
声
が
あ
が
っ
た
。

西
鉄
グ
ル
ー
プ
の

経
営
状
況
な
ど
を
学
習

　

西
鉄
グ
ル
ー
プ
の
労
働
組
合
で
構
成

さ
れ
る「
に
し
て
つ
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
カ
ー

ズ
協
議
会
」は
、６
月
５
日
、西
鉄
イ
ン
福

岡
で「
２
０
２
２
組
合
員
学
習
会
」を
開

催
し
、加
盟
組
合
か
ら
約
50
名
の
組
合
員

が
出
席
。西
鉄
労
組
か
ら
は
、古
賀
執
行

委
員
長
を
は
じ
め
、９
名
が
出
席
し
た
。

　

学
習
会
で
は
３
講
座
設
け
ら
れ
、選
挙

制
度
の
仕
組
み
と
課
題
、こ
く
み
ん
共
済

c
o
o
p 

の
各
種
共
済
制
度
、西
鉄
グ

ル
ー
プ
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
、講
演
が

に
し
て
つ
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
カ
ー
ズ
組
合
員
学
習
会

「
運
行
復
旧
手
当
の
新
設
」原
案
ど
お
り
決
定

マ
イ
カ
ー
共
済
と
自
動
車
事
故
発
生
時
の

対
応
に
つ
い
て
学
習

みんなの力で 明るい未来へ 職場と創る 私鉄産別運動みんなの力で 明るい未来へ 職場と創る 私鉄産別運動
第
9
回
中
央
委
員
会

６
月
21
日
、組
合
本
部
で
、第
９

回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、中
央

委
員
・
特
別
中
央
委
員
ほ
か
約
60

名
が
出
席
。一
般
会
務
に
つ
い
て
報

告
す
る
と
と
も
に
、「
運
行
復
旧
手

当
の
新
設
」を
原
案
ど
お
り
満
場

一
致
で
決
定
し
た
。

※
決
議
内
容
の
詳
細
は「
か
べ
新

聞
第
９
号
」参
照（
分
会
掲
示

板
、イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
西
鉄

労
組
掲
示
板
に
掲
載
）

６
月
16
日
と
22
日
、西
鉄
本
社

で
、「
要
員
管
理
の
在
り
方
な
ど
総

労
働
時
間
短
縮
に
向
け
た
労
使

検
討
委
員
会
」を
開
催
し
た
。自

動
車
部
門（
16
日
）と
鉄
道
部
門

（
22
日
）に
分
か
れ
て
、前
回
の
意

見
交
換
で

出
さ
れ
た

諸
課
題
を

踏
ま
え
、協

議
を
お
こ

な
っ
た
。

総
連
、2
0
2
2
年
度
運
動
方
針（
案
）決
定

総
連
は
、６
月
８
日
、石
川
県
で
、第
４
回
中
央
委

員
会
を
開
催
し
、７
月
13
日
か
ら
の「
第
89
回
定
期
大

会
」で
審
議
さ
れ
る「
2
0
2
2
年
度
運
動
方
針

（
案
）」を
決
定
し
た
。ま
た
、同
日
、「
つ
じ
も
と
清
美

総
決
起
集
会
」も
開
催
。「
つ
じ
も
と
清
美
」氏
は
、日

ご
ろ
か
ら
の
支
援
に
謝
意
を
示
す
と
と
も
に
、「
皆
さ

ん
と
一
緒
の
こ
の
国
の
政
治
を
変
え
て
い
き
た
い
」と

力
強
く
決
意
を
述
べ
た
。

■
開
催
日
：
6
月
21
日（
火
）

■
場
　
所
：
組
合
本
部

私
鉄
総
連 

第
４
回
中
央
委
員
会
■
開
催
日
：
6
月
8
日（
水
）

■
場
　
所
：
石
川
県

◆
22
秋
闘
に
つ
い
て

　

22
秋
闘
は
、組
織・職
場
総
点
検
闘
争
と
し

て
取
り
組
み
ま
す
。こ
の
取
り
組
み
は
、労
働
協

約
が
守
ら
れ
て
い
る
か
、労
働
組
合
組
織
が
正

し
く
機
能
し
て
い
る
か
な
ど
を
検
証
し
、次
年

度
の
労
働
協
約
闘
争
に
反
映
し
て
い
く
た
め
の

大
切
な
取
り
組
み
で
す
。組
合
役
員
と
職
場
が

連
携
し
、組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
参
加
し
て
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

◆
23
春
闘
に
つ
い
て

　

23
春
闘
は
、感
染
症
の
終
息
が
見
通
せ
な

い
な
ど
、厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。し
か
し
、い
か
な
る
困
難
に
見
舞

わ
れ
よ
う
と
も
職
場
か
ら
の
運
動
を
積
み
重

ね
、さ
ら
な
る
組
織
強
化
を
は
か
り
、22
春
闘

総
括
を
ふ
ま
え
、私
鉄
産
業
別
統
一
闘
争
の

も
と
、全
国
が
一
丸
と
な
り
た
た
か
っ
て
い
き

ま
す
。

◆
政
治
政
策
と
交
通
政
策

　
「
森
屋
隆
」組
織
内
国
会
議
員
を
は
じ
め

と
す
る
各
級
議
員
と
連
携
を
強
め
な
が
ら
、

迅
速
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。今
後
も
、「
政

治
政
策
」と「
交
通
政
策
」を
車
の
両
輪
と
し

て
、持
続
可
能
な
産
業
と
す
る
た
め
、産
業
基

盤
の
強
化
、安
全
の
確
立
、雇
用
の
確
保
、労

働
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

◆
私
鉄
産
別
運
動
の
強
化

　

長
期
化
し
て
い
る
感
染
症
の
影
響
で
産
業

全
体
が
回
復
途
上
で
あ
り
、依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、こ
の
よ
う
な

時
だ
か
ら
こ
そ
、労
働
組
合
の
使
命
を
果
た

し
、よ
り
弱
い
立
場
の
人
に
寄
り
添
い
、「一人

で
も
泣
い
て
い
る
者
が
な
い
よ
う
に
」の
理

念
の
も
と
、私
鉄
産
別
運
動
を
強
化
し
、全
国

の
仲
間
と
と
も
に
、持
続
可
能
な
魅
力
あ
る

産
業
を
め
ざ
し
、着
実
に
前
進
し
て
い
き
ま

す
。

※
私
鉄
総
連
の
運
動
方
針（
案
）は
、イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
の
西
鉄
労
組
掲
示
板
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

会議風景

◆
４
日（
月
）…
専
従
者
会
議

◆
５
日（
火
）…
医
療
共
済
幹
事
会

◆
７
日（
木
）…
事
務
局
会
議

◆
11
日（
月
）…
執
行
委
員
会

◆
19
日（
火
）…
医
療
共
済
幹
事
会

◆
20
日（
水
）…
中
央
委
員
会

　
※
急
遽
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

　
　
ま
す
。

組
合
本
部 

　
7
月
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

～ 交通政策要求実現、平和運動強化 ～
【スローガン】

「私鉄総連2022年度運動方針（案）」※一部抜粋

■
開
催
日
：
６
月
５
日（
日
）　
■
場　
所
：
西
鉄
イ
ン
福
岡

お
こ
な
わ
れ
た
。ま
た
、来
賓
と
し
て
、組

織
内
議
員
で
あ
る「
佐
々
木
徹
」福
岡
県

議
会
議
員（
西
鉄
旅
行
出
身
）と「
浜
口

恒
博
」北
九
州
市
議
会
議
員（
西
鉄
バ
ス

北
九
州
労
組
出
身
）、そ
し
て
７
月
の
参

議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
福
岡
選
挙
区

で
立
候
補
予
定
の「
古
賀
ゆ
き
ひ
と
」参

議
院
議
員
が
お
越
し
に
な
り
、日
ご
ろ
か

ら
の
支
援
に
謝
意
を
示
す
と
と
も
に
、参

議
院
議
員
選
挙
で
の
支
援
を
訴
え
た
。

【
２
０
２
２
組
合
員
学
習
会
】

◆
第
１
講
座「
私
が
考
え
、私
が
選
ぶ
」

　
連
合
福
岡 

企
画・政
治
局 

副
事
務
局
長

　
豊
福
明
子 

様

◆
第
２
講
座「
保
障
設
計
運
動
と
各
種
共
済

　
制
度
に
つ
い
て
」

　
こ
く
み
ん 
共
済
c
o
o
p 

福
岡
推
進
本
部

　
事
業
推
進
部
福
岡
支
所
長 

中
村
俊
哉 

様

　
団
体
推
進
１
係 
長
岡
亮
太 

様

◆
第
３
講
座「
西
鉄
グ
ル
ー
プ
の
経
営
状
況

　
に
つ
い
て
」

　
西
鉄
経
理
部 

連
結
I
R
課
長　

　
熊
埜
御
堂
功 

様

く
ま
の
み
ど
う

い
を
一
つ
に
し
、一
致
団
結
し
て
組
合

活
動
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
分
会
長　
大
津
留
邦
幸
】
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